
 

 

 

議案第１号 

「名古屋都市計画公園の変更について」 

名古屋都市計画公園の変更縦覧図書 

 

参考資料№6 



理由書 

 

１  都市の将来像における施設の位置付け及び都市計画決定の必要性 

 

愛知県地域防災計画では、 昨今の自然災害の激甚化・ 頻発化、 切迫する南海ト ラ フ

地震への対応力を 強化するため、広域かつ甚大な災害が発生し た際に全国から 人員や

物資等の支援を受け入れ、被災地域の防災拠点に迅速かつ的確に供給する愛知県の基

幹的広域防災拠点を「 名古屋空港北西部」（ 豊山町・ 青山地区） において整備するこ と

と し ています。  

そのため、 現在改訂を進めている豊山町第５ 次総合計画の土地利用構想において、

新たな防災機能を 備えた公園及び交流に必要な機能・ 施設により 、 住民・ 来訪者の憩

いと 交流の拠点と し て位置づける ほか、 全国から の人員や物資等の支援を 受け入れ、

迅速かつ的確に供給する広域防災拠点と し て位置づけるこ と と し ています。  

また、 現在改訂を 進めている豊山町都市計画マスタ ープラ ンの「 都市施設（ 公園緑

地） の整備方針」 において、 新規公園は臨空公園（ 神明公園） と 一体と なっ て、 憩い

と 交流によるにぎわいの空間と し て整備を 促進し 、 名古屋空港、 臨空消防学校と 一体

と なっ て、 大規模災害時の救援・ 物資輸送等の安全・ 安心と なる機能を高める公園と

位置づけるこ と と し ています。  

さ ら に、 豊山町緑の基本計画に基づく 緑の将来像と し て設定し た「 一人ひと り が輝

く  暮ら し 豊かなアーバンビ レ ッ ジ」 の実現に向けた４ つの基本方針のう ち 、「  緑を

生かす【 緑の価値を 利活用する】」 においての、「 施策１ －１  神明公園及びその周辺の

「 緑の臨空拠点」 づく り 」 と し て、 臨空公園（ 神明公園） については、 県営名古屋空

港に隣接する立地特性を 活かし た、 レ ク リ エーショ ン・ 交流機能の拠点と し て位置付

け、 その機能強化を めざすほか、 空港を 活かし た広域防災拠点機能も 備えたエリ アと

し て、 本公園と その周辺における機能を 高めていく と し ています。  

以上の計画を踏まえ、 愛知県防災公園は、 町民の利用を 想定し た憩い・ 交流の場や

スポーツ・ レク リ エーショ ンの場と なる総合公園と し て整備を 行い、 大規模災害時に

は、 臨空消防学校、 臨空公園（ 神明公園） と 一体と なっ て、 基幹的広域防災拠点と し

ての機能を 有する施設と し て利用を 図り ます。  
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２  位置・ 区域の妥当性 

 

愛知県防災公園の区域は、豊山町都市計画マスタ ープラ ンの将来都市構造において、

憩いと 交流の拠点と し た、 消防・ 防災教育や地域防災の人材育成機能と 憩いと 交流の

ための公園・ 緑地機能を 整備・ 保全する防災・ 緑地ゾーン と する こ と と し ています。 

本公園は、 臨空消防学校や名古屋空港、 臨空公園（ 神明公園） と 接し ており 、 憩い

やレ ク リ エーショ ン、 地域間交流の促進に加え、 防災に関するイ ベン ト の開催など、

訪れる利用者の防災意識の向上が図れる施設と し ても 期待さ れ、公園区域と し て妥当

と 言えます。  

また、 本公園の北側に接する小牧市道、 公園の東西エリ アに接する豊山町道は、 両

側に歩道を 有する道路と し て拡幅整備さ れるため、公園へのアク セス性が向上し ます。 

さ ら に、 災害時には、 臨空消防学校、 臨空公園（ 神明公園） と と も に愛知県全域を

対象と し た「 後方支援機能」 を 確保する観点から 、 名古屋高速道路・ 名古屋空港から

のアク セスに優れるこ と や、 地震時、 地盤の液状化リ スク が低いこ と 、 地盤が比較的

高く 浸水リ スク が低いこ と から も 最適な位置と 言えます。  

 

３  規模の妥当性 

 

愛知県防災公園は、 町民の健康増進、 自然と のふれあい、 文化活動やコ ミ ュ ニティ

活動の場所を 提供すると と も に、空港に隣接する立地性を 活かし て地域の活性化に資

する総合公園と し ては適当な広さ であり 、現況の町民一人当たり の公園面積 2. 9 ㎡が、

愛知県防災公園の整備による公園面積の増加により 、豊山町緑の基本計画で目標に掲

げている「 一人当たり の公園面積 10 ㎡以上」 に近づけるこ と ができ ます。  

また、 災害時には愛知県地域防災計画に基づき 、 愛知県全域を 後方支援でき る全国

から の活動要員や緊急支援物資等の受け入れ可能な規模を 確保し 、迅速かつ的確に供

給する基幹的広域防災拠点の役割を 果たすため、多目的広場等を 自衛隊や警察の集結

及びベースキャ ンプ機能と し て活用するほか、物資集積分配機能を持っ た支援物資エ

リ アと し て屋内運動施設等を 活用し ます。  

こ れにより 、 愛知県防災公園の規模は屋内運動施設 1. 0ha や多目的広場 2. 1ha、 広

場 3. 3ha、 駐車場 1. 2ha、 園路等その他施設 1. 3ha と する複数のレク リ エーショ ン機

能を持つ総合公園と し て約 8. 9ha が必要と なり ます。  

 

以上のこ と から 、 当該都市計画は妥当です。  
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名古屋都市計画公園の変更（豊山町決定） 

事  項 時 期 備 考 

説 明 会 令和３年１２月２６日  

事 前 協 議 令和３年１２月２８日  

事前協議回答 令和４年１月１８日  

計画案の縦覧 
令和４年２月７日から 

令和４年２月２１日まで 

縦覧者 １４名 

意見書提出（○有 ・無） 

市町村都市計画審議会 令和４年３月２５日  

知 事 協 議 令和４年３月下旬 以下予定 

知 事 回 答 令和４年３月下旬  

決 定 告 示 令和４年４月上旬  
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0 5 50 75 00 m N

X Y

81644.187 23228.567

1 81672.245 23104.521

2 81673.732 23101.651

3 81675.175 23100.823

4 81677.160 23100.087

5 8167 .616 230 .776

81676.841 230 .2 2

81824.105 23352.22

81820.810 23352.580

81766.4 5 23263.367

81741.503 23255.717

81650.425 23060.558

81588.873 22 23.183

81783.202 22821.117

817 5.200 22814.255

8182 .067 22 36.851

1 81800. 53 230 .7 1

2 81686.158 23082. 87

3 81684.020 23082.516

4 81681. 43 23081.704

5 81680.15 23080.744

6 81678.458 2307 .503

7 81677.062 23078.1 0

8 81675.742 23076.532

81674.273 23074.517

10 81672.375 23072.463

11 81670.0 2 23070.567

12 81667.417 23068.8 6

13 81664.8 23067.888

14 81662.408 23067.155

15 81658.377 23066.487

16 81654.735 23064.8 8

17 81652.024 23062.611

18 8164 .8 3 2305 .704

1 81648.266 23057.068
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